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　平成２６年を迎え謹んで新春のお慶びを申し上げます。昨年は、富士山の世界文化遺産の登録決定、２０２０年に東京でのオリンピック・パラリンピックの開催が決定するなど喜ばしい出来事が続きました。また、アベノミクス効果により経済も緩やかな成長が見られた年でした。

埼玉支部も昨年、厚生労働省からの委託事業として本部が受注した事業が皆様方の鋭意活動努力により成果がみられるところであります。
また、今年は支部長等役員の改選もあり、新たな体制の下で益々の埼玉支部の発展が期待されます。これから、一段と寒さも厳しくなります。皆様方も風邪などひかぬようご健康に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■研修グループだより
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平成25年12月12日（木）浦和コミュニティセンターにて第95回研修会が開催されました。今回は、産業医学振興財団理事長の櫻井治彦先生が　｢小規模印刷工場で集団発生した職業性胆管がんの事例から学ぶべきこと｣　について講演されました。
胆管がんが発生した大阪のオフセット校正印刷工場における各種化学物質へのばく露の実態、及び洗浄剤として使われた1,2-ジクロロプロパンが原因物質と推定された根拠等について詳細に述べられました。この事例の発生要因について分析し、同様な事態が今後起こらないようにするための対策の中で、特にしっかりしたリスク評価に基づくリスク管理の重要性を指摘されました。化学物質の曝露限界値を用いたリスクアセスメントを実施して事業者へのリスクコミュニケーションを図ることや、教育による健康への意識（健康リテラシー）を高める等の課題を示されました。講演後、活発な質疑応答がありました。

（研修グループ）
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研修会終了後、平成25年度最後ということで忘年会が催され、いつにも増して大いに盛

り上がりました。

■総務グループだより

厚生労働省委託事業について実施しているところですが、　中小零細規模事業場リスクアセスメント研修事業が平成２５年１１月３０日熊谷・行田地区合同開催の実践研修を以って終了しました。
修了証交付者数
①　大宮地区陸災防協議会　２３名
②　熊谷・行田地区合同　　２１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務グループ）
■事務局だより
　●前号以降次の通達等がありました。

（１）「腰痛予防対策講習会における理学療法士の派遣協力について」ご協力の申し入れがありました。
公益社団法人日本理学療法士協会　会長　半田一登　平成25年11月14日
（２）「メンタルヘルス事例検討会について」
　　独立行政法人　労働者健康福祉機構　さいたま産業保健センター　所長　荒木俊一　　　平成25年11月22日
（３）「平成25年度第2回臨時理事会」が11月4日（月）に開催されました。
議題は以下の通りです。詳細は支部事務所書架のファイル「議事録」を閲覧下さい。
①報告事項

・平成25年度事業計画の実施状況

・第1回支部長会議の報告　平成25年9月10日（火）

出席者：支部47名、本部10名

　　　②審議事項

・事務所パソコン更新について
・平成26年度の役員改選関係
次回は平成26年度第3回臨時理事会が2月15日（土）に開催されます。

（４）埼玉労働局よりの通達（周知要請等）
文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。

　　「年末・年始無災害運動の実施について（要請）」
　　－小売業・社旗福祉施設等での死傷者、製造業・建設業での死亡災害が増加ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいたま労働局長　平成25年11月21日
（５）本部理事候補者について
　　（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会　千葉支部長　瀧澤　弘隆　　

平成25年12月13日　 

■最近の報道より

・１1月1５日　廃油工場爆発２人死亡
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15日午後4時10分ごろ、千葉県野田市二ツ塚、廃油再生処理工場「エバークリーン千葉リサイクルセンター」で、爆発とともに火災が発生し、作業中の男性2人が死亡、2人が重傷、14人が軽傷を負った。千葉県警は、廃油を精製するタンクが何らかの原因で爆発したとみて、業務上過失致死傷容疑で当時の状況を詳しく調べています。
・11月30日　サイクロン爆発2人死傷　横浜大豆搬出の作業中
　30日午後1時35分ごろ、横浜市神奈川区鈴繁町、横浜倉庫鈴繁埠頭営業所の大豆貯蔵庫で爆発が起きた。作業で外にいた会社員が1人が飛び散ったコンクリートにあたり死亡、ほかに作業していた男性が軽傷。横浜水上署や消防によると爆発した貯蔵庫は高さ約29メートル、直径約8メートルの円筒形のサイクロンで、容量600トン。
・1月9日　化学工場爆発5人死亡
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9日午後2時5分頃、三重県四日市市三田町、大手非鉄金属メーカー「三菱マテリアル」四日市工場で爆発が起き、作業員が5人死亡し、1人が重傷、11人が軽傷を負った。県警などによると、爆発は金属製の水冷熱交換器を解体して洗浄する作業中に発生。作業員らが爆風で飛ばされ、死傷したとみられる。
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・1月10日　下水道工事3人倒れる　
　　10日午前9時5分頃、神奈川県横須賀市久里
浜の下水道工事現場で、「マンホール内に人が倒れている」と通行人から119番があった。横須賀市消防局の隊員が駆けつけたところ、マンホール内で40~60歳代の作業員3人が倒れているのが発見され、病院に搬送された。県警によるとマンホールの外で、硫化水素とみられる有毒ガスが0.5ppm確認された。
次号は４月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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